
 

ソ 注記表 

 
Ⅰ．重要な会計方針  

 １ 固定資産の減価償却の方法  

  (１ ) 有形固定資産  

 ・減価償却の方法 定額法  

    ・主な耐用年数  

     構築物          ５０年  

     機械及び装置       １５年  

     工具器具及び備品      ５年  

  (２ ) 無形固定資産  

    ・減価償却の方法 定額法  

    ・主な耐用年数  

      施設利用権       ５０年  

 ２ 引当金の計上方法  

   (１ ) 退職給付引当金  

     職員の退職手当は、職員の退職手当に係る取り扱いに関する取り決

めに基づき、一般会計がその全部を負担することとなっているため、

退職給付引当金は計上していない。  

 (２ )  賞与引当金及び法定福利費引当金  

     職員の期末手当、勤勉手当及びこれに係る法定福利費の支給に備え  

るため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属す  

る額を計上している。  

  (３ ) 貸倒引当金  

     債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等により回収  

不能見込額を計上している。  

 ３ 消費税及び地方消費税の会計処理  

   消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。  

 

Ⅱ．貸借対照表等に関する注記  

 １ 企業債の償還に係る他会計の負担  

   貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して  

  １年以内に償還予定のものも含む。）のうち、他会計が負担すると見込ま  

れる額は１，１３２，７８８，７７５円である。  

 ２ 出資金  

   当年度に、一般会計から受けた出資の額は、１４５，１９０，０００円

である。  

 

 



 

 ３ 引当金の取崩し  

 (１ ) 賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し  

      平成２８年度において、期末手当、勤勉手当及びこれに係る法定福

利費を支給するため、賞与引当金７，５１４，０４７円及び法定福利

費引当金１，２９９，２０３円を取り崩している。  

    (２ ) 貸倒引当金の取崩し  

     平成２８年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当

金９８９，３９０円を取り崩している。  

 ４ 前受金の計上  

   国庫補助金として受け取った額のうち、翌年度への繰越工事に係る額を  

計上している。  

 ５ 他会計借入金  

   水道事業会計からの長期借入金額を計上している。  


